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　日外アソシエーツから「都道府県別

地域遺産図書図版目録」が 2026 年

1 月に発売となりました。また岩崎書店

から「ぜんこく一周地域遺産大図鑑」

が同年 3 月より発売されました。ほぼ同

じ時期に《地域遺産》という言葉を冠

した書籍が生まれました。

　ということを縁として、長年、日本全

国の地域・郷土史誌の文献目録作りを

されている飯澤文夫さん、青山学院大

学教授で全国学校図書館協議会理事

長の野口武悟さん、学校図書館に詳し

い大妻女子大学常勤特任准教授の有

山裕美子さんにお集まりいただき、《地

域遺産》について鼎談いただきました。

自己紹介

飯澤：全国の地方史、郷土史研究団

体が出している雑誌を集めて文献目録

を作る仕事を40 年くらい続けています

（「地方誌文献年鑑」）。これらの雑誌

は国立国会図書館が全て所蔵してい

るわけではなく、国会図書館の雑誌記

事索引に採録されないものが圧倒的に

多いのが実態です。このため独自に文

献目録を作っていくことに有用性がある

と思っています。また日外アソシエーツ
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の「都道府県別地域遺産図書図版目

録」に編者として関わっています。

野口：図書館情報学の中でも結構ニッ

チなというか、読書のバリアフリーなど

の領域を専門にやってまいりました。

　日外アソシエーツとは同社刊「地域

別図書目録」（2024.1）の編者を務め

ました。これは日外保有の図書データ

80 年分を都道府県別に分けたもので

す。特色は各地の図書館にイチオシの

地域資料は何ですか？というアンケート

を取り収録したことです。200 館ぐらい

にご協力いただきました。地域を知って

いる立場の図書館員だからこその資料

をすすめていただき興味深いものになり

ました。

有山：この 4 月から大妻女子大学の方

にいますが、昨年度までは滋賀県長浜

市にある大学にいました。大河ドラマの

豊臣兄弟で盛り上がってますけど、毎

年、学生たちと一緒に長浜のいろんな

ところを歩いて紹介するという取り組み

をしていました。昨年度は長浜城址を

中心にしたのですが、郷土資料という

のがなかなか探せなくて、学生たちと

四苦八苦しました。でも地域・郷土を

知ることによって、改めて長浜に愛着が

わくという体験をさせていただきました。

　また、8 年ぐらい前から仲間と一緒に

科研でデジタルアーカイブの教育的利

活用ということに取組んでいます。デジ

タルアーカイブって、当然のことながら

歴史であるとか、地方史だとか、郷土

資料と無関係ではないというところでし

て、今回こういうお話をいただいて、す

ごく興味深く参加させていただきました。

《地域遺産》について

飯澤：《地域遺産》という言葉は 80 年

代から見られるようになり、90 年代後半

の世界遺産の登録が広まってくる中で

認識されるようになったのではないでしょ

うか。特に阪神淡路大震災と東日本大

震災、そして能登の震災もそうなので

すが、復興計画に、その土地らしいも

のをメインに据えていこうという考え方が

盛りこまれるようになりました。

　文化遺産、文化財というと、ちょっ

『都道府県別地域遺産図書図版目録』
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と敷居の高い、あまり日常生活と直接

に関わらないようなイメージを抱きます。

《地域遺産》には暮らしの中にあるも

の、地域の人たちが生きていく中で誇

りにしているものというイメージが湧きま

す。有名なものでなくても、地域の人た

ちが大事にしている細かなものまで拾い

上げていくという、意思表示なのではな

いでしょうか。

大人に図鑑は求められるか？
大人にすすめたい「ぜんこく一
周地域遺産大図鑑」

野口：「ぜんこく一周地域遺産大図鑑」

は対象が「小学校中学年～高学年」

となっています。私は読書推進を訴え

る立場なのですが、読書って「文字も

のの本を読む」ということばかりではな

く「図鑑を見る」も当然含まれるものだ

と思います。そして大人も図鑑を見る、

使うべきだと思います。

　小学校、特に中学年、高学年向け

レファレンスツールである図鑑は、実は

大人にとって、あまり詳しくない分野の

入り口として有効だと思います。子供

向けだと大人にはやさしすぎて合わない

だろうと感じるケースがあるかもしれませ

ん。ですが、子供にわかりやすく書か

れているということは、大人の自分には

よりわかりやすいだろうと思って活用する

ぐらいでいいのではないでしょうか。

飯澤：この鼎談がきっかけで「ぜんこく

一周地域遺産大図鑑」1 セットをモニ

ターとして頂戴しました。妻とそれぞれ

に関心のある都道府県のページをめくり

ながら、しばし会話が弾みました。大

人でも引き込まれます。老人の旅の計

画作りや、思い出語りにぴったりと思い

ました。

　私がたまたま最初に見たのが九州・

沖縄の巻の福岡県でした。そうしたら

SDGsを先取したふるさとの偉人として

中村哲さんを漫画で紹介しているので

すね。中村さんがアフガニスタンで用

水路を作った話が取り上げられていまし

た。現地でどういう用水路の技術を使っ

たらいいかと思案していた時、中村さ

『ぜんこく一周 地域遺産大図鑑』
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んは「ふるさとの山田堰のような取水口

をつくればいいとおもいつきました」と

解説されているのです。見開きの反対

ページに、山田堰の詳しい説明があり、

その下段に、全国の同じような堰の一

覧がある。凄いなとおもいました。言っ

てみれば、中村さんで読者を引き付け、

山田堰に展開し、全国に視野を広げさ

せる。見事な起・承・転になっていて、じゃ

あ「結は何か」と言ったら、それは自

分で考えてみてくださいという構成なの

です。感動しました。

有山：小学校では、3 年生から4 年生、

それ以降という感じで地域の歴史を学

んでいきます。「ぜんこく一周地域遺産

大図鑑」はまさに学校図書館で必要と

される資料です。

　また、先生によっては総合的な学習

の時間で、地域をもっと深く学ぼうとい

う課題設定をしている方がいます。本

当にこういう本がすごく大活躍すると思

います。

　「大人に図鑑」という意味から言うと、

「ぜんこく一周地域遺産大図鑑」は、

ぜひ先生方に知って、見ていただきた

い資料だと感じました。もちろん司書教

諭、学校司書にもです。

『ぜんこく一周 地域遺産大図鑑』　⑥九州・沖縄　福岡県　
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図鑑が児童コーナーにしか	
おかれていない現実

― 大学図書館のケース ―

飯澤：大学図書館で選書をしていた経

験からすると、読者対象表記は非常に

大きな影響があります。「小学生向け」

となっていたら最初から選書候補から

落としてしまいます。それは公共図書館

も同様かもしれません。事実、「ぜんこ

く一周地域遺産大図鑑」は児童コー

ナー以外には置かれていないですよね。

野口：教員を目指している学生が、地

域を学ぶ子供向けの教材には何がある

かということを知らずして教員になるの

は望ましくないと思います。そういう意

味でいうと、教育学部があるような大

学にはぜひ入れてもらいたいなと思いま

す。が、CiNii Booksをみると「ぜんこ

く一周地域遺産大図鑑」は大学には

入っていないですね。

　また、大学には留学生がいますが、

日本に来ていま暮らしている地域がど

ういう場所なのかを知ってもらう意味で、

「ぜんこく一周地域遺産大図鑑」は入

り口として凄く良いと思います。ビジュア

ルからも理解できますし。

― 公共図書館のケース ―

有山：高校生にもとても良いと思います。

でも思春期の若者は公共図書館の児

童のコーナーに行くのは嫌がるかもしれ

ません。青年から年配の方のためにも、

「ぜんこく一周地域遺産大図鑑」は

一般の書架、特に地域・郷土資料の

棚に配架してもらいたいです。

飯澤：私もこの話をいただいてすぐに近

所の図書館に借りにいきました。OPAC

で調べたら配架場所は児童書室なの

ですね、正直、借り出すのにちょっと抵

抗がありました。地域・郷土か歴史書

のコーナーに置いて欲しいと思いました。

「ぜんこく一周地域遺産大図鑑」を見

て、さらに詳しく調べたい時には「都

道府県別地域遺産図書図版目録」な

どの資料にあたるということがあるでしょ

うから。

野口：本当にその通りですね。

二次資料について

―「ぜんこく一周地域遺産大図鑑」
から「都道府県別地域遺産図書
図版目録」につないで欲しい ―
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飯澤：まず「ぜんこく一周地域遺産大

図鑑」から入って、その発展上で「都

道府県別地域遺産図書図版目録」を

引いてもらうというのが理想です。

　さきほどの中村哲さんと山田堰のエピ

ソードでいえば、堰に関する文献はたく

さんあります。といって全て一次資料で

調べることはものすごく骨の折れる作業

です。だからこそ目的の文献なりを探る

ための文献目録、記事索引などの二次

資料が必要なのです。

　「都道府県別地域遺産図書図版目

録」の長野県版の索引数を数えました

ら2,479 項目あって、文献数は 20,000

件でした。で、「ぜんこく一周地域遺

産大図鑑」の長野県に関する項目数

はというと66 件です。圧倒的に数が違

うのです。ですから、「ぜんこく一周地

域遺産大図鑑」から「都道府県別地

域遺産図書図版目録」に来たら世界

が猛烈に広がるだろうなと思います。そ

ういうつなげ方ができないかなと思うの

です。

野口：そうです。そこをアピールするよう

な本を日外さんは出さなきゃいけないで

すよね（笑）。私も図鑑というのはある

意味入り口だと思うのです。図鑑は調

べることを〈面的〉に捉えることができ

ます。一方、二次資料である「都道

府県別地域遺産図書図版目録」はそ

の奥深さというか、より深く調べていくた

めのツールだと思うのです。どちらも必

要なのです。

　ただ、子供たちにとっては目録という

のはハードルが高いです。ですから大

人の側、特に先生とか司書がうまくつな

ぐという作業が必要なのだと思います。

しかし先生にしても司書にしても、ツー

ルをうまくつなぎ合わせて、調べたいこ

との本質までアドバイスができるかとい

うと、ちょっとそこは最近弱いんじゃな

いかなって気がします。ですから、二

次資料から一次資料につながっていく

のだということを多くの先生に知ってもら

『都道府県別地域遺産図書図版目録』長野県
事項名索引 p.646
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い、活用してほしいと思います。そして

司書の側もこういった目録の存在とか、

その意義というのをしっかり理解して、

深く調べたいというニーズにとことん寄り

添っていくというか、そういう力が求めら

れるのかなという気がします。

有山：調べるといっても、最初の課題

設定ってやはりすごく難しく、好きなこと

をやってごらんという言葉ほど子供たち

にはしんどいことはないと思うのです。

野口先生もおっしゃってますけど、入り

口として「ぜんこく一周地域遺産大図

鑑」のような本があると、自分は何に興

味があるのかとか、自分の地域にこん

なことがあるのかというのが見つけられ

るので凄く良いと思います。そこで地域

の課題にも結びつけられたりする。で、

そこからこういった「都道府県別地域

遺産図書図版目録」のような資料に橋

渡しができたら理想ですよね。

　インターネットの時代なので、なおさら

一次資料、そしてさらに二次資料に当

たる重要性、確かな資料に当たるとい

うことを、段階を通して学べるといいと

思います。それもやはり司書や教員の

サポートが必要です。そして図書館を

使うという体験、レファレンスできるんだ

という体験が重要です。先生も含めて、

公共図書館の司書にも頼ることができ

るという機会が増えるといいなと思いま

す。

AIにはない知識が、		
本にはあり、図書館にはある

― デジタル化が進むことで地域・
郷土資料が取り残される？ ―

飯澤：ある郷土史研究雑誌に掲載され

た高校教員と思われる方の論考に、文

理融合 STEAM 教育が浸透したこと

で、地域に古くから続く課題が素材にさ

れることが少なくなったとありました。私

は学校教育の現場の事情がよく分かっ

ていないのですが、デジタル情報から

学ぶことが多くなり、それ以外の史料な

どは振り向かれなくなっているというよう

なことがあるのでしょうか。

野口：先ほど有山さんが科研をとってデ

ジタルアーカイブの研究をされていると

おっしゃいましたけども、地域資料、郷

土資料を図書館によっては自前でデジタ

ル化してインターネットで公開していると

ころがあります。しかし、もちろん全部じゃ

ないわけです。ネット上のデジタルデー

タだけで学ぶというのはどうなのでしょう
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か？
有山：デジタルアーカイブは貴重な資料

ですが、地域資料のデジタルアーカイ

ブ化が進んでいない地域もまだまだ多

いと思います。ですが、学校現場では

いま1 人 1 台の端末が当たり前になりま

した。つまり生徒の手元にはタブレット

端末とかノートパソコンがある前提で授

業が組み立てられています。先生も「図

書館に行って調べましょう」ではなく、「ま

ずはネットで調べましょう」と流れがちで

す。

　ネットだけに頼ってしまうと、やはりそ

の地域の紙で保存され残されている貴

重な資料にアクセスするというプロセス

が省かれてしまいます。さらにそこに生

成 AI が絡んでくると、もうAI に要約さ

せたものを貼り付けてレポートにさせるみ

たいな指導をしている先生もいたりしま

す。

　ただ一方で、カリキュラムマネジメント

をはじめ、地域と連携していこうという

ことがやはり学校教育現場の動きには

なっています。地域に出て、地域の人々

と結び付き、地域の情報を活かした学

びをしなさいということが、現行の学習

指導要領でもそうですし、次の指導要

領でもさらに求められてくると思います。

― 先生や司書の力が重要 ―

野口：考え方としては、まさにそういう

方向にぜひなってほしいですね。例え

ば京都の歴史に詳しい方にゲスト講師

に来てもらいましょうとか、地域の博物

館に出かけ、学芸員さんに話を聞いて

みましょうという時間が取れるのだった

ら、それはすごくいいですよね。

　でもきっと対応が分かれるのではない

かという気がします。やる学校とやらな

い学校、あるいは、やる先生とやらな

い先生みたいな差が分かれるのかなと

いう気がします。

　そう考えると、なおのこと教員養成の

段階から、子供向けの地域を学ぶ教材・

資料には何があるかということを、学生

が大学図書館で手にできる機会って絶

対必要だと思うのですよね。

　大学の教職課程担当の先生にしっか

りアピールをして、その先生から図書館

に購入を呼び掛けてもらう。大学図書

館も図鑑は子供向けという理由で断る

のではなく、教員養成には必要な資料

と考えてもらえたらいいですよね。

飯澤： AI もさることながら、こんなこと

言って申し訳ないんですけど、「ぜんこ

く一周地域遺産大図鑑」の解説も全
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部信じてるわけではないのです。嘘が

書いてあると言うことではなく、きっちり

説明されてるかどうかということです。こ

こには参考文献や引用文献が表記さ

れていません。もし私が何かこの一つ

のことに関心を持ち、文章を書いたとし

たら、この解説だけで、ここに書いてあ

るからこうだというような書き方はしませ

ん。複数の文献にあたり、自分で判断

をして、これならいいんじゃないかとか、

あるいはこういう異論もあるということも

含めて書きます。「都道府県別地域遺

産図書図版目録」も全てではないと思っ

てます。

　そして、ではこういうことがどこならで

きるのかというと、それは図書館だと思

うのです。子供向けの図鑑は他社も出

していたりするわけだから、比較してみ

るとか、そういうことができるっていうの

が、やはり図書館であり、司書、司書

教諭の役割なんだと思うのです。

―《地域遺産》は人の手によって
守られてきた、守り続けなければい
けない資料 ―

野口：やっぱり AI がどんなに普及して

も、それが本当かどうかって見極める

のは人間の責任なのだと思うのです。

そう考えると、図書館はファクトチェック

の最後のよりどころなんじゃないかと思い

ます。やはり図書館という場で確かな

情報源にしっかり自分の目でアクセスを

して確認をするという、そういうことをしっ

かり身につけておくことが重要です。

　今の若い人たちは「タイパ」（タイム・

パフォーマンス）という言葉をよく使いま

す。図書館に行く時間、図書館で自

分が色々な文献に当たって調べる時間

を AI が省いてくれると捉えてしまうの

です。しかしここまでの鼎談でわかるよ

うに、地域・郷土資料に限らずですが、

デジタル化された資料だけで真実に近

づけるかというと、そんなことはありませ

ん。私のような中高年のおじさんが言っ

ても、「昭和はうるさいな」みたいに思

われて、大学生に響きづらいところがあ

る、そこが悩みどころではありますが（苦

笑）。

有山：私は東京都の武蔵野市というと

ころで育ちました。武蔵野市のほとんど

の子供たちは玉川兄弟のことを知って

います。なぜかというと、学校で玉川

兄弟について勉強し、図書館にも扱っ

た資料があり、紙芝居などもあり、大

人になっても、武蔵野市出身だったら
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玉川兄弟知ってるよねという感じなので

す。こういう地域の大事なものを残して

いくことは本当に大事です。郷土の誇り

はいつまでも残していきたいと、今回の

鼎談で改めて感じました。

　しかし、ネットに情報がないとか、AI

に尋ねても答えが得られないと、地元

に対する愛情とか愛着のようなものが失

われがちな傾向があるようにも感じます。

しかし書籍や図書館にはネットや AI の

学習データにはない確かな知識がありま

す。そのことを感じ、知ることはすごく

大事だなと思います。

―《地域遺産》が人と人をつなぐ
ものになったら ―

飯澤：私たちの若い頃は、図書館は独

立棟でなくちゃいけない。つまり他の施

設の中に入ってしまうと、開館日や開館

時間などがそれに影響されるから良くな

いという考えがありました。しかし現在

の公共図書館の姿を見ると、たとえば

荒川区立の「ゆいの森あらかわ」のよ

うに、児童福祉の施設などと複合する

ことによって、広がりが出てきていて好

ましく感じます。お母さんは料理教室に

出てて、子供は図書館で遊んでいると

いうようなことができる施設の作り方って

いうのがいいなと思います。

　親と子、孫と祖父母でもいいですが、

大人と子供が一緒に地域のことに興味

を持って図書館でいろいろな調べ方を

教わる。図書館でそういうイベントをや

るというのも良いのではないでしょうか。

子供向けのものから、ちょっと専門的な

ものまで地域資料を並べ、みんなでそ

れを見て語り合うみたいなものですね。

　そして大切なことは発表することだと

思います。「ぜんこく一周地域遺産大

図鑑」「都道府県別地域遺産図書図

版目録」などが活用されて、そういう

機会が生まれたら素晴らしいですね。
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2025）、監修に『郷土ゆかりの
人 －々地方史誌にとりあげら
れた人物文献目録』（日外ア
ソシエーツ, 2016）などがある。

野口 武悟 
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専門は図書館情報学。
主な著書に、『誰ひとり取り残
さない図書館サービス：多様
なニーズに寄りそう8つの事例』

（単著、三和書籍、2025 年）、
『2050 年の図書館を探る：何
が変わり・変わらないのか』（編
著、日外アソシエーツ、2025年）、

『地域別図書目録』（編、日
外アソシエーツ、2024 年）など。

有山 裕美子 

ARIYAMA  Yumiko

公立小学校教員を経て司書と
司書教諭の資格を取得。8 年
半の公共図書館非常勤職員、
中学・高等学校で国語科兼
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複数の大学で司書・司書教
諭課程の非常勤講師を務め
る。
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いま行きたい！
全国約3,000件
を網羅した大図鑑
雪の大地から南の海まで、47都
道府県の自然・歴史・文化遺産を
完全網羅。偉人の足跡や復興の
記録も収録した地域資料の決定
版。全国約3,000件を2,700点以
上のビジュアル入りで解説！膨大
な情報量で日本の多様な地域遺
産の魅力を深く知ることができま
す。

UD フォント
使用

小学校中学年以上

NDC291

社会

とにかく圧倒的な情報量！
郷土の宝が見つかる地域資料の決定版！

●揃定価：揃本体27,000円＋税
　各定価：各本体4,500円＋税
●全6巻
●A4変型判／72~80頁
●ISBN978-4-265-11191-6

ぜんこく一周
地域遺産大図鑑

最新刊

【受注センター】埼玉県越谷市流通団地2-1-2
【 本社営業部 】東京都文京区関口2-3-3-7F

TEL048-989-2321
TEL03-6626-5058FAX 048-989-2322

一般書としての選書も
おすすめ
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国立国会図書館（NDL）の「雑誌記事索引」を収録するほか、「雑誌記事索引」

ではカバーしきれない学会年報・論文集や一般誌、地方史誌などを多数追加。2016

年より、戦前期の雑誌もカバー。『地方史文献年鑑』シリーズ（飯澤文夫編）も収録。

独自に採録した地方史誌記事を検索できます。

一般誌から専門誌、大学紀要、海外誌紙まで収録した日本最大規模の雑誌・
論文情報（見出し）データベース

お問い合わせは…日外アソシエーツ株式会社　online@nichigai.co.jp
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